
平
成
十
八
年
十
一
月
二
十
八
日
提
出

質

問

第

一

八

六

号

対
北
朝
鮮
外
交
を
巡
る
在
米
国
日
本
国
大
使
館
と
外
務
本
省
の
軋
轢
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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対
北
朝
鮮
外
交
を
巡
る
在
米
国
日
本
国
大
使
館
と
外
務
本
省
の
軋
轢
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

朝
日
新
聞
社
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
の
船
橋
洋
一
氏
の
著
書
「
ザ
・
ペ
ニ
ン
シ
ュ
ラ
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン

朝
鮮
半
島
第
二
次
核
危

機
」
（
朝
日
新
聞
社
）
の
百
二
十
二
〜
百
二
十
三
頁
に
、

「
駐
米
日
本
大
使
館
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
雑
音
と
不
協
和
音
を
漏
ら
さ
ず
、
東
京
に
打
電
し
た
。

『
だ
ま
し
討
ち
み
た
い
な
こ
と
は
や
っ
て
ほ
し
く
な
い
』

『
北
朝
鮮
と
い
う
国
は
お
金
を
あ
げ
た
り
、
対
話
を
す
れ
ば
よ
く
な
る
と
い
う
国
で
は
な
い
』

『
金
目
ば
か
り
が
先
行
す
る
の
は
困
る
。
安
全
保
障
を
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
ほ
し
い
』

加
藤
良
三
駐
米
大
使
は
、
日
本
政
府
は
、
首
相
訪
朝
と
正
常
化
交
渉
に
関
し
て
、
米
国
と
十
分
に
打
ち
合
わ
せ
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
を
深
め
た
。

『
日
韓
正
常
化
と
日
朝
正
常
化
と
は
違
う
。
そ
こ
を
間
違
っ
て
は
い
け
な
い
』

加
藤
は
、
そ
う
し
た
懸
念
を
本
省
に
伝
え
た
。

『
ど
こ
が
違
う
か
。
そ
れ
は
、
安
全
保
障
問
題
だ
。
日
韓
正
常
化
の
時
は
安
全
保
障
問
題
は
考
え
る
必
要
は
な
か
っ
た
。

両
国
と
も
米
国
の
同
盟
国
だ
っ
た
か
ら
だ
。
し
か
し
、
北
朝
鮮
は
そ
う
で
は
な
い
。
核
、
ミ
サ
イ
ル
、
通
常
兵
力
、
不
審

一



船
、
い
ま
な
お
安
全
保
障
上
の
脅
威
を
与
え
て
い
る
。
そ
れ
を
克
服
し
な
い
で
、
正
常
化
は
な
い
』

そ
う
い
う
趣
旨
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
問
題
は
、
日
朝
正
常
化
の
水
面
下
交
渉
で
日
本
側
が
北
朝
鮮
側
に
問
い
質
し
、
先
方
か
ら
の
回
答
を
吟
味
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

そ
の
成
果
が
日
朝
平
壌
宣
言
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
駐
米
大
使
館
は
、
完
全
に
蚊
帳
の
外
に
置
か
れ
て
い
た
。

東
京
か
ら
首
相
訪
朝
の
内
密
の
知
ら
せ
が
届
い
た
後
も
な
お
、
情
報
提
供
は
不
十
分
だ
っ
た
。

加
藤
は
、
ア
ー
ミ
テ
ー
ジ
が
訪
日
の
際
、
日
本
政
府
に
伝
え
た
北
朝
鮮
の
核
問
題
で
の
新
た
な
展
開
に
関
す
る
情
報
も
日

本
か
ら
帰
国
し
た
ア
ー
ミ
テ
ー
ジ
に
直
に
教
わ
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
本
省
か
ら
米
国
大
使
館
に
打
電
さ
れ
て
き
た
ア
ー
ミ

テ
ー
ジ
訪
日
の
際
の
発
言
を
記
し
た
電
報
の
う
ち
、
な
ぜ
か
、
そ
の
部
分
は
す
っ
ぽ
り
抜
け
て
い
た
。
」

と
い
う
記
述
が
あ
る
こ
と
を
外
務
省
は
承
知
し
て
い
る
か
。

二

在
米
国
日
本
国
大
使
館
が
外
務
本
省
に
対
し
、
「
だ
ま
し
討
ち
み
た
い
な
こ
と
は
や
っ
て
ほ
し
く
な
い
」
と
の
趣
旨
の
米

国
側
懸
念
を
伝
え
る
公
電
を
送
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
。
あ
る
な
ら
ば
、
当
該
公
電
の
外
務
本
省
へ
の
到
着
年
、
月
、
日
、

二



時
、
分
と
秘
密
指
定
の
有
無
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

在
米
国
日
本
国
大
使
館
が
外
務
本
省
に
対
し
、
「
北
朝
鮮
と
い
う
国
は
お
金
を
あ
げ
た
り
、
対
話
を
す
れ
ば
よ
く
な
る
と

い
う
国
で
は
な
い
」
と
の
趣
旨
の
米
国
側
懸
念
を
伝
え
る
公
電
を
送
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
。
あ
る
な
ら
ば
、
当
該
公
電
の
外

務
本
省
へ
の
到
着
年
、
月
、
日
、
時
、
分
と
秘
密
指
定
の
有
無
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

在
米
国
日
本
国
大
使
館
が
外
務
本
省
に
対
し
、
「
金
目
ば
か
り
が
先
行
す
る
の
は
困
る
。
安
全
保
障
を
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て

ほ
し
い
」
と
の
趣
旨
の
米
国
側
懸
念
を
伝
え
る
公
電
を
送
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
。
あ
る
な
ら
ば
、
当
該
公
電
の
外
務
本
省
へ

の
到
着
年
、
月
、
日
、
時
、
分
と
秘
密
指
定
の
有
無
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

二
〇
〇
二
年
八
月
に
ア
ー
ミ
テ
ー
ジ
米
国
国
務
副
長
官
が
訪
日
し
た
と
承
知
す
る
が
、
そ
の
際
、
同
副
長
官
が
日
本
政
府

関
係
者
と
会
談
し
た
日
時
と
そ
れ
ぞ
れ
の
会
談
に
つ
い
て
記
録
が
作
成
さ
れ
た
か
否
か
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

六

「
加
藤
は
、
ア
ー
ミ
テ
ー
ジ
が
訪
日
の
際
、
日
本
政
府
に
伝
え
た
北
朝
鮮
の
核
問
題
で
の
新
た
な
展
開
に
関
す
る
情
報
も

日
本
か
ら
帰
国
し
た
ア
ー
ミ
テ
ー
ジ
に
直
に
教
わ
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
本
省
か
ら
米
国
大
使
館
に
打
電
さ
れ
て
き
た
ア
ー
ミ

テ
ー
ジ
訪
日
の
際
の
発
言
を
記
し
た
電
報
の
う
ち
、
な
ぜ
か
、
そ
の
部
分
は
す
っ
ぽ
り
抜
け
て
い
た
」
と
い
う
事
実
が
あ
る

か
。
あ
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
外
務
本
省
は
か
か
る
削
除
を
行
っ
た
公
電
を
在
米
国
日
本
国
大
使
館
に
送
っ
た
の
か
。

三



七

二
〇
〇
二
年
九
月
の
日
朝
首
脳
会
談
の
過
程
に
お
い
て
「
駐
米
大
使
館
は
、
完
全
に
蚊
帳
の
外
に
置
か
れ
て
い
た
」
と
い

う
認
識
を
外
務
省
は
有
し
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

四


